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「ニッポンー億総活躍プラン」や教育再生実行会議(第一次、第五次、第九次提言)や「いじめ防止対策推進法」、「いじめの
防止等のための基本的な方針」を踏まえ、いじめの未然防止、早期発見・早期対応や教育相談体制の整備及びインターネット
を通じて行われるいじめへの対応、また子供の貧困対策に関する大綱を踏まえ、貧困を背景とした生徒指導上の課題への対
応、「チーム学校」の議論を踏まえた専門人材の配置充実、さらにいじめ問題をはじめとする生徒指導上の諸問題に対応する
ため、これまでの「いじめ対策等総合推進事業」を拡充し、地方公共団体等におけるいじめ問題等への対応や教育委員会・

学校、関係機関等の連携による不登校児童生徒へのきめ細やかな支援体制を整備する。

■ 発見・ 対応  ( 等 )

E壁壺Ωコ趾塾ヒ五」ロ

①丞2==ルカ立2=2=」凶E」■広五
・全公立中学校の通常配置に加え、週5日 相談体制を実施

・公立小学校の通常配置に加え、小中連携型配置の拡充による公立小中学校の相談体制の連携促進

・貧困対策・虐待対策のための重点加配

・教育支援センター(適応指導教室)の機能強化等、不登校支援のための配置

・連絡協議会の開催等を通じた質向上の取組の支援

σ:21ピ:生:=`整ソ:=|£ :」りIL!2=:」L」121口|口l出LIЁ

・スクールソーシヤルワーカー配置の増

・貧困対策・虐待対策のための重点加配

・スーだ―ハ
・
イザー(47人 )の配置、連絡協議会の開催

・研修を通じた質向上の取組の支援

[目 欄]平成31年度までに、スクールカウンセラーを全公立小中学校(27ユЮ校)に配量

H20:“ ,αЮ校     (ニ ッポンー億緯活■プラン)

(ひとり颯家菫・多子世帯尊自立応撮プロジェクト)

だh

鮮

建腱生2回趾塾瞳五」ロ

■広塾昼墨皇日菫盆孟星L口i』盪囲IШI腱1也』1整1虹:」IШヒ:コ|口IL立墨立登!L組の星遺豊
・第二者的立場から口整・解決する取組、外部専門家を活用して学校を支援する取組、学校ネットパトロール等への支援

・菫大事態等発生時の指導助書体制の強化(現状調査や現地支援を行うため職員を派遣)

■未 然 防止 (道徳教育等の推進、体験活動の推進 )【関連施 策】

①週□菫1也激饉曲童豊壺塞
「̈私たちの道徳」をはじめとする道億の教材の充実、家庭・地域との連携強化などを実施
C)1lu會

=コ=」

目L塑」ヒ奎り」Z211」l腱置日匙Eと日LilL
‐児童生徒の社会性を育む農山漁村等での体験活動の推進

_4口 ■L‐口■■豊椒哩壁

■教員研修及び教職員の指導体制整備 【関連施策】

①菫菫二定数⊇重豊
「社会に開かれた教育課程」を実現し、複雑・困難化する教育課題に対応するための教職員定数を改善。

その中で、いじめ等の問題行動への対応として400人の定数改善を計上。

CコLニコロ豊⊆塑L塞
・教員研修センターにおいて、いじめの情報共有や組織的対応を柱とした指導者養威研修の実施

■

葬教
■いじめ対策・

【いじめ対策、不豊校支援等に対応するため、先迫的■査研究を委託】
C腫」彊2防生■1目毬」」ヨ泣立蜜塵uШ也菫璽副趾」L主登■□団出肛
CttLコ饉」豊」自□目L」LiL二」コ里豊自EL」IL」L登□」盤と目自1趣Lコ艶Z≧』|□LLこと」6」旧口E]□日盤
Cコ螢超L菫二重世量鶴【期■1】」型瞼届出超凶墜△鮨」阻」理童登■日日配

=Cと」2』L止」墜饉m2と二:コ盪」とコL旦二宝生壺コ丑L闊匡」』鮨L壼菫【晰1劇ロ
・法律の専門家である弁護士が、その専門的知識・経験に基づき、いじめの防止等の対策に関わることにより、法的側面からのいじめの

抑止、法令に基づく対応の徹底等、生徒指導上の諸課題の解決に向けた先進的な取組の開発のための調査研究

cをz整:=:」塑:室」2ュ∠土二:=ョ

=」

整ζ2:=」L2=ニシ宝1堕:と
=左

:=α」:」陛lヒ1二自上!士

=:ヨ
己整」  :E豊趙in

・学校教育法等においてSC及びSSWが正規の職員として規定された場合を想定し、チーム学校の一員としてスクールカウンセラー及び

スクールソーシヤルワーカーの連携の在り方、週5日配置へ向けた働き方及び学校・関係機関との連携方策について検証するための事業

(,Σll』奎」医』己]1日日饉i全塑重望Σ重田力≧盤童」】LttL」皿の1日腱LEL」Ll=重螢題田盤【」曖」鳳】
・教育委員会・学校を中心に、関係者間の連携の下、地域の実情に応じて、不登校児童生徒の学校外での様々な学習をきめ細かに支援

する体制の整備に向けた実践研究

C圧ヨ饉鯉
=菫

生」饉」堕土二盪Lェ壼二重肥亜田墨壺の■日議聟理理担の■」肛』堕仁劉鳳査璽饉ば蒟醸u
・不登校児童生徒の状況に応じた支援が行われるよう、不豊校児童生徒を受け入れている民間団体等の自主的な取組を促進するための

に 査研究

・不登
※【関連施策】は含まない

いじめ

【日欄]平 成31年度までに、スクールソーシャルワーカーを全中学校区(約 1万人)に配置

H20:5.αЮ人      (ニ ッポンー億総活ロプラン)

(ひとり親家魔・多子世帯等自立応援プロジェクト)


